
ココララムム⑥⑥  熱熱中中症症  

熱熱中中症症ととはは  
脳脳内内ににああるる体体温温をを正正常常にに保保つつ「「視視床床下下部部」」のの機機能能がが低低下下しし汗汗がが止止ままっっててししままいい、、体体にに熱熱がが込込ももりり体体温温がが高高

くくななりりまますす。。人人のの体体はは皮皮膚膚かかららのの放放熱熱・・発発汗汗にによよっってて体体温温をを下下げげまますす。。ししかかしし、、気気温温がが皮皮膚膚温温よよりり高高いい場場合合

やや湿湿度度がが非非常常にに高高いいとと放放熱熱やや発発汗汗がが出出来来ににくくくくななりりまますす。。外外出出ししてていいるるととききだだけけででななくく室室内内ででもも起起ここるるこことと

ががあありりまますす。。  

  

主主なな症症状状  
頭頭痛痛やや疲疲労労感感、、筋筋肉肉ががここむむらら返返りりをを起起ここすす、、吐吐きき気気をを催催すす等等  

応応急急処処置置    
①① 休休息息……体体をを冷冷却却ししややすすいいよよううにに衣衣服服ををゆゆるるめめるる  

②② 冷冷却却……涼涼ししいい場場所所でで休休みみ、、氷氷をを腋腋のの下下、、首首周周りり、、脚脚のの付付けけ根根をを冷冷ややしし、、血血液液循循環環をを通通じじてて体体温温をを下下げげるる  

③③ 水水分分補補給給・・・・・・意意識識ががししっっかかりりししてていいるる場場合合はは水水分分補補給給ををすするる  

予予防防  
①① 部部屋屋のの温温度度がが 22 88 度度をを超超ええなないいよよううににエエアアココンン、、扇扇風風機機をを上上手手にに使使いいままししょょうう  

②② ここままめめにに水水分分補補給給ををししままししょょうう((ななるるべべくく塩塩分分がが含含ままれれてていいるるもものの))  

③③ 外外出出時時はは体体をを締締めめつつけけすすぎぎなないい涼涼ししいい服服装装、、日日よよけけ対対策策ををししままししょょうう  

④④ 日日頃頃かかららのの食食生生活活でで野野菜菜、、タタンンパパクク質質、、炭炭水水化化物物ををババラランンススよよくく摂摂取取ししままししょょうう  

おおすすすすめめ商商品品  
  ・・トトリリフファァララ錠錠剤剤・・・・・・夏夏ババテテににおお勧勧めめ。。食食欲欲をを増増進進しし、、消消化化をを助助けけまますす。。赤赤血血球球をを増増ややしし体体内内脂脂肪肪もも減減

ららししまますす。。そそのの他他頭頭痛痛、、肌肌荒荒れれ、、便便秘秘、、むむくくみみ、、関関節節痛痛ににもも効効果果をを発発揮揮ししまますす。。  

  ・・ニニーールルヤヤーーデディィ・・・・・・体体をを冷冷ややししててくくれれるるオオイイルルでですす。。頭頭痛痛、、目目のの疲疲れれにに効効果果的的でで患患部部のの周周りりにに塗塗りりここ

みみまますす。。ここめめかかみみ部部分分やや頭頭のの亜亜門門・・天天柱柱・・風風池池ののツツボボにに塗塗りりここむむとと頭頭のの気気をを下下げげ

るるここととでで熱熱中中症症対対策策ににももななるるオオイイルルでですす。。  

    

ニニーールルヤヤーーデディィ  

11 本本  \\ 33 22 44 00   

トトリリフファァララ錠錠剤剤  

11 00 00 粒粒入入  \\ 33 22 44 00   


